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Ⅱ 小・中一貫教育校設置に当たっての基本的な考え方

１、新庄市の学校教育の現状と小中一貫教育のあゆみ

（１）新庄市及び学校の現状

① 新庄市の現状

新庄では、明治３６年に鉄道「奥羽線」が敷かれ新庄駅が開業し

ました。以降、日本海と太平洋を結ぶ鉄路が交差し、陸路でも国道

１３号と国道４７号が交差する「東北の十字路」と呼ばれる交通の

要衝となりました。まさに「人とモノが行き交うまち」新庄として

繁栄してきました。

昭和２３年１２月１日稲舟村を併合し、２４年４月１日に市制施

行を果たし、昭和３０年４月１日に萩野村を合併、昭和３１年９月

３０日八向村を合併し現在の市の姿となりました。新市は４３、６

１６人でスタートしました。

平成１１年１２月には山形新幹線の新庄延伸が実現し、東北の小

都市でありながら全国の脚光を浴びる都市となりました。その後も、

秋田方面、酒田方面、石巻方面への道路整備が進行中であり、現在

も陸の交通の要衝として重要な役割を担っています。

平成２３年度からの１０年間のまちづくりの指針となる「第４次

振興計画」では、「自然と共生 暮らしに活力 心豊かに笑顔輝く

まち 新庄」を将来像とし、豊かな自然の恵みに育まれてきた地域

の様々な資源・宝を最大限に活かし、資源の地域内循環を進めなが

ら、人と自然が共生する持続可能な環境にやさしい地域社会を目指

すとしています。そのうえで、都市としての利便性が高く、住む人

にとって安全安心で快適な生活環境が整い、経済活動が活発に営ま

れる活力ある地域社会を目指すこと、さらに、一人ひとりが個性を

発揮しながら誇りをもって地域づくり、まちづくりに参画すること

により、元気に心温かく、心の豊かさが実感できる地域社会を目指

すことを謳っています。

この将来像を実現していくため、５つの基本目標を次のように設

定しています。

〈まちづくりの基本目標〉

〇 生き生きと働き、活力とにぎわいのあるまち

〇 みんな健康で、笑顔あふれるまち

〇 ふれあい、学びあい、心をつなぐまち

〇 社会生活基盤が整い、安全で快適なまち

〇 自然と共生し、環境にやさしいまち

特に、「ふれあい、学びあい、心をつなぐまち」づくりについて

は、自然・文化とのふれあいの中で、互いに学び、健やかな体と郷

土を愛する心を育み、心をつなぎあうまちづくりをしていくことが
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求められています。

② 新庄市の学校のあゆみと現状

昭和２３年４月１日学校教育法が施行され国民学校が再び小学校

となり、新庄小学校、沼田小学校、日新小学校、北辰小学校、角沢

小学校、山屋小学校、萩野小学校、泉田小学校、本合海小学校、升

形小学校の１０校でスタートしました。新制中学校も新設されるこ

ととなり、５月３日いっせいに開校式がおこなわれました。

［学校、児童数 生徒数の推移（学校基本調査抜粋・分校含む）］

新庄市をめぐる統計
位置
・東経１４０°１８’１８”
・北緯３８°４５’４３”
・海抜９７．７ m（南本町十字路）
面積［平成２２年度固定資産概要調書］
・２２３．２４ｋｍ２（農用地５６．２９、山林１２０．１４、

宅地９．０５、原野９．７７、その他２７．８８）
気象［平成２２年分山形地方気象台調査］
・気温（平均１１．５℃、最高８月５日３６．５℃、

最低２月６日－１３．５℃）
・平均湿度 ８２％
・最大風速 １月２日 ２４．０ m/s
・最大積雪深 平成２３年２月６日１０６ cm
人口［平成２４年２月末日住民基本台帳］
・３８，５２４人（男１８，４００人、女２０，１２４人）
・人口密度 １７２．６人／ｋｍ２

世帯［平成２４年２月末日住民基本台帳］
・１３，４２９世帯（１世帯２．９人）

　　区分

年
　　　　　　　　小　学　校 　　　　　　中　学　校

　校数 　児童数 　教員数 　学級数 　校数 　生徒数 　教員数 　学級数

昭和５７年 　１６ 　３９１１ 　１９０ 　１４０ 　　５ １９３１ 　１００ 　　５３

昭和６０年 　１６ 　３８６７ 　１８８ 　１３８ 　　５ １８９６ 　　９２ 　　４９

昭和６３年 　１５ 　３６５５ 　１８６ 　１３６ 　　５ １９３６ 　１０８ 　　５５

平成　３年 　１４ 　３３７４ 　１９２ 　１３３ 　　５ １８３８ 　１１３ 　　５８

平成　６年 　１４ 　３４７７ 　１７９ 　１２４ 　　５ １７１６ 　１０２ 　　５１

平成　９年 　１４ 　２９３３ 　１７８ 　１２０ 　　５ １５８５ 　１０１ 　　５１

平成１２年 　１１ 　２７３７ 　１７７ 　１１７ 　　５ １５１８ 　１０５ 　　４９

平成１５年 　１１ 　２５８０ 　１７９ 　１１７ 　　５ １３７３ 　１０８ 　　４５

平成１８年 　１０ 　２４７９ 　１６０ 　１１１ 　　５ １２７８ 　１０８ 　　４８

平成２１年 　１０ 　２３８８ 　１６５ 　１０９ 　　５ １２４０ 　１０２ 　　４７

平成２２年 　　９ 　２３５６ 　１５５ 　１０４ 　　５ １１６５ 　１０３ 　　４８
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新たに新庄小学校内に新庄中学校、日新小学校内に日新中学校、

萩野村の泉田小学校内に萩野中学校、八向村の本合海小学校内に八

向中学校が創立されました。明倫中学校は昭和２７年４月１日新庄

中学校内に第３中学校として設置されましたが、４月１５日に明倫

中学校と改称され、９月に現在の場所に移転しました。

昭和小学校は泉田小学校の分校でしたが、昭和２７年４月に、昭

和小学校として独立しました。

最上地区は県内でも有数のへき地・分校の多い地域であり、市内

にも７つの分校がありましたが、道路事情等の改善が進んだことも

あり、漸次廃止されることとなりました。新庄小学校飛田分校は昭

和３７年３月に、日新小学校休場分校は昭和４０年３月に、升形小

学校前波分校は昭和６２年３月に、本合海小学校福宮分校は平成３

年３月に、日新小学校柏木山分校は平成１０年３月に、沼田小学校

泉ヶ丘分校も平成１３年３月に、萩野小学校土内分校は平成１５年

３月にそれぞれ廃止されました。

その後、少子化の影響により、本校でも平成１８年３月角沢小学

校が、さらに、平成２１年３月には山屋小学校が廃校となり、現在

の小学校９校、中学校は５校の体制となりました。

[平成２４年４月１日 新庄市小・中学校学級編制]

学 校 名 学級総 普通学級 特別支援学級 児童・生徒数 教 職 員 非常勤
数 数

単式 複式 単式 複式 (県職) (県職)

新庄小学校 ２０ １８ ２ ５１４ ２７ １

沼田小学校 １６ １５ １ ４０３ ２３ １

日新小学校 ２８ ２５ １ ２ ７３２ ３８ １

北辰小学校 ７ ６ １ １３２ １２ ０

萩野小学校 ６ ６ ７２ １２ ０

泉田小学校 ９ ７ ２ ２１２ １５ ２

昭和小学校 ３ ３ ２１ ７ ０

本合海小学校 ５ ４ １ ５４ １０ ０

升形小学校 ６ ６ ４７ １１ ０

新庄中学校 １１ ９ ２ ２６８ ２６ ２

明倫中学校 １３ １１ ２ ２９５ ２５ ０

日新中学校 １４ １３ １ ４０４ ２９ ０

萩野中学校 ８ ６ ２ １５３ １９ １

八向中学校 ５ ３ ２ ５４ １２ ２

児童生徒数 特支学級数 総学級数 教職員数

小学校合計 ２１８７ ９ １００ １５５

中学校合計 １１７４ ９ ５１ １１１

小中合計 ３３６１ １８ １５１ ２６６
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③ 今後の人口の推移

新庄市の人口は、国立社会保障・人口問題研究所（Ｈ２０.１２）

によれば今後１０年間で約４０００人減少し、児童生徒数も教育委員

会の試算によれば８年後５８１人減少し、平成３０年は、２９７６人

と推定されています。

（２）新庄市の小中一貫教育のあゆみと現状

新庄市では、平成1７年３月、『新庄市長期教育プランいのち輝く新

庄もみの木教育プラン２１』を策定し、その中の「たくましい新庄っ

子の育成」で、小中一貫教育の導入に関する検討が始まりました。

平成１８年度から、『新庄中学校区』（新庄中学校・新庄小学校・山

屋小学校）に新庄市における小中の連携の在り方の研究が委嘱され、

本格的に実践がスタートしました。さらにこの間、新庄中学校区のみ

ならず、市内５中学校区を単位とした取り組みへ拡大され、各地区の

特色ある実践が行われるようになりました。新庄中学校区での研究で

は、授業計画の組み方、小中教員の授業交流、行事の共同実施等の教

育活動が展開され、公開研究発表会では、３校が一体となって取り組
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んだ先進的な研究実践が広く公開され、複線連携型の小中一貫教育の

モデルを提示することができました。

平成２０年度に入ると『日新中学校区』（日新中学校・日新小学校）

に２年間の期間で研究が委嘱され、小中連携から小中一貫教育へ更に

進化した研究の方向性が打ち出され、教育目標や指導の方針が小・中

学校を貫いていることや各教科の指導の在り方にも一貫性があること

を重視した取り組みが開始されました。

これまでの小中連携といった場合は、小学校と中学校が緊密に連携

をとり、小学校６学年と中学校１学年の指導について断絶がないよう

につなげるための説明会の開催や体験入学などの工夫や情報交換を密

に行うなどの「つながり」をつくるというものでした。それに対して

小中一貫教育といった場合は、「教育目標や指導の方針が９年間を通

して貫いたものになっている。教育課程が９年間の見通しのもとに実

施されている。教師・児童生徒の交流が計画的に実施されている。」

など９年間の連続した教育計画の下に小中の学校経営が行われている

ことが必要です。連携から一貫にさらに深い継続性を求めることとな

りました。

そのような考え方を受けて、平成２０年度の『校長会フォーラム』

（６／２４ ゆめりあ）では、八向中学校区による実践発表が行われ、

市内中心部の学校とは違う地域性を生かした小中一貫教育の取り組み

が紹介されました。

平成２１年度の『校長会フォーラム』（６／２３ ゆめりあ）では、

萩野中学校区による実践発表が行われ、児童生徒の交流活動を中心と

した取り組みが紹介され、地域学習の継続の視点が提案されました。

平成２１年１１月２０日、日新小学校と日新中学校ですすめられて

いた市委嘱研究の成果が公開研究発表会で明らかにされ、小学生と中

学生の合同授業や乗り入れ授業など多様なパターンが示され、中学生

が小学生に指導する場面など、交流授業の蓄積が生き生きとした子ど

もの姿となって、参観者に小中一貫教育の定着を感じさせてくれるも

のとなりました。単線連携型の小中一貫教育における現時点での到達

点を提示したものとなりました。

これまで開催されていた「校長会フォーラム」は、「小中一貫教育

推進シンポジウム」と改められ、小中一貫教育の現状についての一方

的な説明だけではなく、小中一貫教育の進め方について多様な立場か

ら考え、話しあっていく場となり、日新小中学校の２年間の取り組み

の紹介を受けて各自の思いを伝え合う場となりました。

また、萩野中学校区で初めての「小中一貫教育推進協議会」が開催

され、萩野学区に建設予定の「施設一体型小中一貫教育校」の考え方

等について話し合いがもたれました。さらに、４校のＰＴＡ役員を中
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心に実際の校舎や授業の様子、教職員の生の声を見聞したいとの思い

が強くなり、宮城県登米市立豊里小中学校の視察が実施され、小中一

貫教育についての理解が更に深まりました。

１１月には小中一貫教育講演会が開催され、東京学芸大学の佐野亮

子先生より「施設一体型小・中一貫教育校の可能性」との演題で講演

をいただき、特色ある教育課程を校舎デザインに表現した施設一体型

小・中一貫教育校の実際について研修することができました。

平成２３年７月の小中一貫教育推進シンポジウムでは、「明倫中学

校区」の実践発表が行われ、綿密な計画に基づいた授業交流や児童生

徒交流、共通のねらいに基づいた教員研修等積み上げの確かさを認識

させてくれるものとなりました。また、その後の意見交換では、地域

に根ざした小中一貫教育に向けての期待が語られ、地域と一体となっ

た学校づくりの必要性を再確認する集会となりました。

平成２２年２３年の２年間は萩野学区に研究が委嘱され、「施設一

体型小・中一貫教育校」を視野に実践が行われ、１０月２８日に泉田

小学校・萩野中学校を会場に公開研究発表会が開催されました。「主

体的にかかわり合い、高まり合う子どもの育成」を研究テーマとし、

学力向上をめざした授業づくりとこころの育ちをめざした交流活動を

実践の柱とした研究の成果が報告されました。全体会では、学び合い

のある授業づくり、９年間を系統立てた指導、ふるさと学習とキャリ

ア教育を中心とした総合的な学習の時間での交流、児童会生徒会の交

流等の概要説明があり、授業では、総合的な学習の時間で各校のふる

さと学習のプレゼンテーンション交流や小学校５年の外国語活動と中

学３年の選択英語の合同学習などが公開され、小・中一貫教育校にむ

けての方向性を示すものとなりました。

２、小・中一貫教育校にかかわる検討経過

平成１８年より学校現場では小中一貫教育が、各中学校区の実態に応じ

てすすめられてきました。そのような中、平成２０年中国四川省での大地

震により、学校が倒壊し多くの子どもが犠牲になりました。続いて岩手宮

城内陸地震が起きて、学校施設の耐震化が喫緊の課題となり、市内１５校

中１２校の耐震化が急務となりました。

市内北部の萩野中学校は、校舎の老朽化が進行し、平成１５年には地域

民から建て替えの要望書が提出されていました。地域の少子化の進行、急

がれる耐震化等の状況の中で、より現実的な方策を協議するための地域説

明会が平成２０年より萩野３地区で断続的に開催され、平成２１年８月１

１日、萩野中学校改築推進協議会・４小中学校ＰＴＡより萩野地区の泉田

小学校、萩野小学校、昭和小学校の３小学校と萩野中学校が一体となった

「施設一体型小・中一貫教育校」新設の要望書が提出されるに至りました。
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要望書を受けて、「施設一体型小・中一貫教育校」の先進地域の事例を

参考にしながら、新庄市で進めてきた小中一貫教育の成果と課題を整理し、

平成２２年３月『新庄市小中一貫教育基本方針「いのち輝くたくましい新

庄っ子」をはぐくむために』をまとめ、本格的に「施設一体型小・中一貫

教育校」新設にむけた検討に入りました。

平成２２年５月に「新庄市立小・中一貫教育校基本計画策定委員会」

を立ち上げ、内部に「カリキュラム編成部会」「施設設備部会」を組織し、

平成２４年３月をメドに「新庄市立小・中一貫教育校基本計画」を完成す

ることをめざして議論をスタートさせました。

３、小・中一貫教育校設置の意義

（１）小中一貫教育に期待されること

小中一貫教育が現在のような広がりを見せている背景には、中央教

育審議会答申「新しい時代の義務教育を創造する」（平成１７年１０

月）があります。この答申の第Ⅱ部第１章「（３）義務教育に関する

制度の見直し」に「（前略）研究開発学校や構造改革特別区域などに

おける小中一貫教育などの取り組みの成果を踏まえつつ、例えば、設

置者の判断で９年生の義務教育学校を設置することの可能性やカリキ

ュラム区分の弾力化など、学校種間の連携・接続を改善するための仕

組みについて種々の観点に配慮しつつ十分に検討する必要がある。」

の記述があります。

さらに「教育振興基本計画」（平成２０年７月）の第３章（３）に

も「総合的な学力向上」のための施策として「６－３－３－４制」の

弾力化に関し、小中一貫教育やいわゆる飛び級を含め、各学校段階間

の円滑な接続・連携等のための取組みについて検討するという方向性

が示されています。

ここでは、「小中一貫教育」を「生きる力」を支える「確かな学力」

を含めた「総合的な学力」の向上をめざす仕組みととらえています。

この「小中一貫教育」の意義については、以下のようにとらえるこ

とができると考えられています。

ア 義務教育９年間を、計画的・継続的な教育指導を行うことによ

り、子どもたち一人一人の興味や関心、学習意欲等に基づいたきめ

細かい指導が可能となり、個性や能力を伸ばすことができる。

イ 現代の子どもの発達に応じた弾力的な教育課程の編成を行なった

り、小学校段階から一部教科担任制を導入したりするなど、９年間

のスパンの中でその学校の特色に応じた創意工夫した教育活動が展

開できる。
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ウ 小学校１年生から中学校３年生までの異年齢の子どもたちの意図

的な交流や共に生活する場の設定により、豊かな人間性や社会性を

育成することができる。

エ 小・中学校の教職員の共通理解にたった指導が実現し、学習面と

ともに、様々な生活指導上の課題に的確かつ迅速な対応を図ること

ができる。

このような意義が広く理解され、「小中一貫教育全国サミット２０１

０ｉｎ品川」における主催者代表あいさつの中では、小中一貫・連携

教育は全国１７５０自治体の中ですでに５８２の自治体で取り組みを

始めているとの指摘がありました。

平成２３年度から兵庫県姫路市では、３５中学校区ブロックで４－

３－２の学年の区切りによる小中一貫教育をスタートします。横浜市

でも平成２４年度から全市５００校で取り組みを開始するなど、新た

に取り組みを計画している地方公共団体も多数に及んでいます。

（２）小・中一貫教育校設置の意義

新庄市が萩野中学校区の要望を受けて、「施設一体型小・中一貫教

育校」を新設する意義は次のように捉えています。

① 新庄市の小中一貫教育のモデルを提示

学習指導要領の枠組みの中での小中一貫教育の推進

施設分離型でも応用できる小中一貫教育の研究

９カ年を見通した教育課程の創造（カリキュラム開発）

② 地域との協働による学校づくりの展開

地域を学習フィールドとする小中一貫教育の推進

コミュニケーションを核とした地域の力の活用

系統的「ふるさと学習」で、萩野地域を支える人材の育成

地域社会の核として、地域の活性化の一翼を担う

③ 小中一貫教育による教育課題の克服

小中の緩やかな接続による不適応の解消

異学年、異年齢交流による社会性の伸長

発達段階に応じた教育方法による学力の向上
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４、新庄市の小中一貫教育の方向性

（１）５中学校区での特色ある小中一貫教育を推進

平成１８年からの実践の上にたって、３つの形態での小中一貫教育

の推進を図っていきます。

① 複線連携型小中一貫教育

明倫中学校 ⇔ 沼田小学校・北辰小学校

八向中学校 ⇔ 本合海小学校・升形小学校

近隣の複数の小学校と１つの中学校で敷地は別々で、教員や児童

生徒が移動して学習したり、活動したりします。

② 単線連携型小中一貫教育

新庄中学校 ⇔ 新庄小学校

日新中学校 ⇔ 日新小学校

近隣の１つの小学校と１つの中学校で敷地は別々で、教員や児童

生徒が移動して学習したり、活動したりします。

③ 施設一体型小・中一貫教育校

萩野中学校・萩野小学校・泉田小学校・昭和小学校を統合

同じ校舎内で、小学校１年生から中学校３年生（９年生）までが

共に学校生活を送ります。新設する萩野小中学校（仮称）。

（２）地域に根ざした小中一貫教育の推進

新庄市の学校教育は、戦後の新制中学の成り立ちからわかるように、

各地域の住民の深い思いを受けて、地域の支援のもとになされてきま

した。今、急激な勢いで少子化が進行している中で、改めて地域に根
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ざした教育の必要性が重要視されています。萩野地区での小中一貫教

育の説明会の中でも、今まで地域と連携して進められてきた地域の伝

統や文化・風土を学ぶ「ふるさと学習」の発展的な継続を求める意見

として複数だされたところでもありました。

新庄市の小中一貫教育は、５中学校区ごとの地域性を大事にしなが

ら、地域の学校というスタンスを経営の視点に掲げ、地域との支援と

発信という双方向のベクトルを教育課程の中に組み込むことによって

地域に根ざした９年間の継続した小中一貫教育をめざしています。

（３）総合的な教育環境整備計画での推進

小中一貫教育の今後の充実にあっては、市が当面する教育上の諸課

題、学区の在り方や少子化や人口減少、交通・通信環境の変化の中で

の安全・安心な通学手段の確保など、教育環境の見直しとの一体的な

検討の中ですすめていくことが求められます。

（４）効率化や切磋琢磨だけでない、個を大事にする情操豊かな教育、「こ

ころの教育」の重視

小中一貫教育を先行実施している私立学校等においては、いわゆる

高校進学時の受験において優秀な通過をめざすことを目的として取り

入れているところも多い実態がありますが、本市における小中一貫教

育は、平成５年以来の最重要課題である「こころの教育」のさらなる

充実を図るための施策と位置付け、９年間の継続した指導で情操豊か

な人間性あふれる新庄人を育む教育を実現していきます。

泉田小スキー大会 保護者橇引き

５年外国語活動を中学生と

（２）泉田小学校


